
 

〈大学等におけるキャリア教育実践講習 カリキュラム〉 

大学生のキャリア形成支援とキャリア教育の理解に向けた取り組み 

【1日 7.5時間】（内訳：講義と演習 6.5時間、情報交換とネットワークづくり 1.0時間） 

時間 プログラム 内  容 
講

義 

演

習 

１ 

 

9：30 

～ 

10：30 

大学生・就職

状況の理解と

キャリア・コン

サルティング

の理解 

 

（1）大学生の理解 

・「ユニバーサル化」時代における大学生の実態把握 

・現代「若者」の考え方・価値観・行動特性などの理解と支援策 

（2）大学生の就職状況と支援方法の理解 

・就職状況が厳しい要因の分析（構造的問題とミスマッチ） 

・職業理解（職業情報）へのアプローチ 

・就職活動に対する支援制度の理解 

（3）キャリア・コンサルティングの理解 

・キャリア形成支援とキャリア教育でのキャリア・コンサルタントの 

活用 

（4）面談スキル 

・傾聴（関係構築）のスキルの実践（20分） 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

10分 休憩    

２ 

10：40 

～ 

11：30 

キャリア教育

実施状況の

理解① 

キャリア教育の理解 

・キャリア教育の系譜と制度的基礎づけ 

・キャリア教育の目標と内容 

・キャリア教育の課題とキャリア・センター、中核人材の役割 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

10分 休憩    

３ 

 

11：40 

～ 

12：30 

キャリア教育

実施状況の

理解② 

ワークによる課題の把握と支援策の構築① 

・ＳＷＯＴ分析によって、大学のキャリア教育とキャリア・センター業 

務の在り方を分析し、学生への効果的なキャリア形成支援策を構 

築する 

・個人ワーク（25分） 

・グループワークによる状況把握（25分） 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

（12：30～13：30） 昼休憩   

４ 

13：30 

～ 

14：20 

キャリア教育

実施状況の

理解③ 

ワークによる課題の把握と支援策の構築② 

・グループによる成果発表 

・参加者による講評・意見交換 

 

 ○ 

10分 休憩    



 

５ 

 

14：30 

 ～ 

15：20 

学生のキャリ

ア形成支援、

就職支援に

向けた理論的

基礎づけ 

 

（1）学生の自己理解、職業理解・企業情報へのアクセス 

・職業情報（ハローワークインターネットサービスなど） 

（2）学生の就職活動に対する支援制度の理解 

・ジョブサポーター制度など 

（3）働く人の法律問題の理解 

・労働関連法 

・就業規則 

（4）働く人の社会保障（セーフティネット）・支援制度 

・各種保険制度 

・ジョブカフェ・わかものハローワークなど 

（5）メンタルヘルスの理解 

・学生と働く人のメンタルヘルス  

（6）大学組織・学生等との対応の理解 

  ・大学組織（教務部門・学生支援部門）への働きかけ 

  ・学生との対応法 

  ・保護者との対応法 

  ・外部人材の「業務と範囲」と、今後学ぶべきこと 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

  

 

 

 

 

 

 

 

10分 休憩    

６、７ 

 

15：30 

 ～ 

17：00 

 

学生に対する

効果的なキャ

リア形成支援

を行うための

連携に向けた

方策の立案 

キャリア・コンサルティング（キャリア・センター）とキャリア教育（教学部

門）との連携に向けた取り組みの立案 

・個人ワーク（20分） 

・グループワーク（30分） 

・発表（30分） 

・講評と振り返り（10分） 

 

 

 

 

 

 

○ 

10分 休憩    

７、7.5 

17：10 

 ～ 

18：00 

情報交換・ネ

ットワーク構

築 

参加者同士による情報交換・ネットワーク構築 

・中核人材同士の情報交換・ネットワーク構築 

・中核人材とキャリア・コンサルタントの情報交換・ネットワーク構築 

・キャリア・コンサルタント同士の情報交換・ネットワーク構築 

 ○ 


